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最
先
端
の
研
究
と
個
々
に
適
合
し
た
教
育

つ
ね
に
進
化
を
続
け
て
き
た
大
学
が

新
学
群
の
開
設
で
さ
ら
に
世
界
を
変
革
す
る
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最
先
端
の
研
究
設
備
と
支
援
で

教
員
の
専
門
性
向
上
に
注
力

　

高
知
工
科
大
学
の
基
本
理
念
は
、「
来

る
べ
き
社
会
に
活
躍
で
き
る
人
材
の
育

成
」「
世
界
の
未
来
に
貢
献
で
き
る
研
究

成
果
の
創
出
」「
地
域
社
会
と
の
連
携
と

貢
献
」
で
す
。
蝶
野
成
臣
学
長
は
、
こ
れ

ら
３
つ
の
理
念
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
説
明
し
ま
す
。

　
「
人
材
の
育
成
に
は
、
研
究
レ
ベ
ル
の

高
い
優
れ
た
教
員
が
不
可
欠
で
す
。
さ
ら

に
大
学
が
担
う
社
会
貢
献
も
ま
た
専
門
性

に
依
存
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
教
員
の

専
門
性
向
上
（
＝
研
究
）
が
理
念
を
実
現

す
る
根
幹
に
な
る
と
考
え
ま
す
」

　

高
知
工
科
大
学
が
研
究
に
注
力
す
る
の

は
、
こ
う
し
た
理
念
に
則
っ
た
も
の
で
、

最
先
端
の
独
創
的
な
研
究
や
、
こ
れ
か
ら

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る

テ
ー
マ
に
対
し
、
集
中
的
に
研
究
員
・
資

金
・
環
境
・
機
器
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
優
れ
た
研
究
者
が
自
ら
の
責
任

に
お
い
て
、
自
由
に
、
創
造
的
な
研
究
を

展
開
で
き
る
「
場
」
と
し
て
平
成
11
年
度

に
開
設
さ
れ
た
総
合
研
究
所
は
、「
主
要

研
究
セ
ン
タ
ー
」
の
ほ
か
、
将
来
的
に
発
展

『
育
つ
』、
そ
し
て
『
人
』
の
中
に
は
学
生

だ
け
で
な
く
教
職
員
も
含
ま
れ
ま
す
」

　

人
が
自
律
的
に
育
つ
そ
の
教
育
シ
ス
テ

ム
に
は
、
他
大
学
と
は
異
な
る
独
自
性
が

光
り
ま
す
。
例
え
ば
、「
面
倒
見
の
良
さ
」

を
象
徴
す
る
全
科
目
選
択
制
。
高
知
工
科

大
学
に
は
必
修
科
目
が
な
く
、
自
分
が
興

味
を
持
っ
た
科
目
を
将
来
の
目
標
に
応
じ

て
自
由
に
選
択
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
必
修

が
な
い
の
に
、
方
向
性
を
見
失
わ
ず
体
系

立
て
た
学
修
が
可
能
な
の
は
、
指
導
教
員

が
一
人
ひ
と
り
を
よ
く
見
て
、
適
切
な
科
目

選
択
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
「
少
人
数
教
育
で
学
生
と
教
員
と
の
距

離
が
近
く
、
丁
寧
な
履
修
指
導
が
あ
っ
て

こ
そ
全
科
目
選
択
制
は
成
立
し
ま
す
。
本

学
が
『
面
倒
見
が
良
い
』
と
評
価
さ
れ
る

所
以
で
す
ね
」

　

ま
た
、
高
知
工
科
大
学
は
日
本
で
初
め

て
ク
ォ
ー
タ
制
を
導
入
し
ま
し
た
。
一
般

的
な
海
外
の
大
学
の
制
度
に
合
わ
せ
て
互

換
性
を
高
め
る
と
い
う
理
由
か
ら
だ
け
で

は
な
く
、
１
科
目
を
週
２
回
の
ペ
ー
ス
で

学
び
、
２
カ
月
で
区
切
り
が
つ
く
短
期
集

中
型
の
方
が
、
身
に
つ
き
や
す
い
た
め
で

す
。
学
期
ご
と
の
成
績
に
鑑
み
て
こ
ま
め

に
履
修
登
録
の
変
更
が
で
き
た
り
、
教
員

す
る
可
能
性
の
あ
る
萌
芽
的
な
研
究
を
実

施
す
る
「
重
点
研
究
室
」、
企
業
な
ど
と

の
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
拠
点
で
あ
る
「
産
学
共
創

セ
ン
タ
ー
」
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。
目
指

す
は
、
国
際
的
な
研
究
の
中
心
拠
点
で
す
。

　

一
方
で
、
高
知
工
科
大
学
で
は
、
学
生

に
と
っ
て
よ
り
魅
力
的
な
授
業
を
実
現
す

る
た
め
、
履
修
し
た
全
講
義
に
つ
い
て
学

生
が
無
記
名
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
授
業
評

価
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
各
授
業
の

評
価
結
果
は
学
内
に
公
開
さ
れ
、
評
価
点

は
毎
年
の
教
員
評
価
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
「
講
義
へ
の
評
価
が
可
視
化
さ
れ
る
こ

と
で
課
題
が
見
つ
か
り
、
教
育
、
研
究
、

社
会
貢
献
と
い
う
テ
ー
マ
に
対
し
、
現
時

点
で
何
が
足
り
な
い
の
か
を
教
員
が
自
覚

し
、
向
上
す
る
機
会
（
Ｆ
Ｄ
）
に
な
っ
て

い
ま
す
」
と
蝶
野
学
長
。
高
知
工
科
大
学

の
理
念
を
支
え
る
教
員
の
優
れ
た
専
門
性

は
、
こ
う
し
て
日
々
、
磨
か
れ
て
い
ま
す
。

開
学
時
か
ら
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

日
本
初
の
ク
ォ
ー
タ
制

　

高
知
工
科
大
学
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、

「
面
倒
見
の
良
さ
」
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
経
Ｈ
Ｒ
と
日
本
経
済
新
聞
社
に
よ
る

「
企
業
の
人
事
担
当
者
か
ら
見
た
大
学
イ

メ
ー
ジ
調
査
」
で
は
「
採
用
を
増
や
し
た

い
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
全
国
２
位
と
高

評
価
を
得
ま
し
た
が
、
そ
の
就
職
実
績
は

２
０
０
１
年
卒
業
の
第
一
期
生
以
来
、
一

貫
し
て
90
％
台
を
維
持
し
て
い
ま
す
  （2）

。

企
業
か
ら
注
目
さ
れ
る
学
生
が
育
つ
教
育

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
私
た
ち
の
教
育
モ
ッ
ト
ー
は
、
人
が

育
つ
大
学
で
す
。『
育
て
る
』
で
は
な
く

（1） 学群制
　理学、工学、情報学、経済学、マネジメント
学、データサイエンスに共通するのは、個々の
領域が非常に幅広く、かつ互いに影響を及ぼし
ていること。例えば工学分野で知能機械工学を
専攻する場合には、材料工学やプログラミング
の知識が不可欠となる。
　こうした学問の特性から、高知工科大学では

「学部・学科制」ではなく「学群制」を採用し
ている。これは小さな学科単位で区切るよりも、
学群の多彩な領域から、目的・興味に合わせて
自由に学べるようにとの教育方針によるもの。
学群には複数の履修プログラム（専攻）を設定
し、柔軟にカリキュラムを選択することができ
る（メジャー・マイナー制）。

（2） 就職率の高さ
　2023年春卒業生の就職内定率は、工学系３学
群で96.4％、経済・マネジメント学群で94.1％、
修士課程で99.0％。求人企業件数は11,308件を
数え、卒業生は全国で活躍している。
　高知工科大学では、指導教員や就職担当教員
のみならず、「教育講師」という独自の制度に
より、企業の第一線で働いた経験者たちが学生
たちのよろず相談に応じ、大学生活や就職活動
をサポートしているのが特徴。
　地方からの就職活動にかかる費用の助成や、
大都市での企業説明会に参加するバスツアーを
開催するなど、支援策は手厚い。

（3） 国際交流会館
（International House）

　留学生と日本人学生がともに暮らす学生寮は、
居住者同士だけでなく、留学生、日本人学生、
教職員、地域との交流の場としても利用されて
いる。このほかにも、団体生活の良さとプライ
ベートの確保を兼ね備えた学生寮が複数用意さ
れている。男子学生寮である香美キャンパスの
ドミトリーは家具・食事つき。香美寮（女子学
生寮）もある。

（4） 総合型選抜
　学校推薦型選抜は大学が出願の条件を指定し、
高等学校長からの推薦によって受験するが、総
合型選抜は高知工科大学で学びたいという意欲
や、入学後に学びたいこと・研究や将来の夢を、
志望理由書や面接の場で受験生が直接アピール
する。自分の得意分野を活かすことができる入
試であり、学校推薦型選抜とは性質が異なる。

が
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
す
る
学
生
に
早
い

タ
イ
ミ
ン
グ
で
気
づ
け
た
り
と
メ
リ
ッ
ト

が
多
く
、
ク
ォ
ー
タ
制
は
「
人
が
育
つ
」

大
学
と
し
て
当
然
の
選
択
で
し
た
。
他
に

も
、
学
生
が
夢
や
志
を
叶
え
る
た
め
に
使

え
る
時
間
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
一
日
の

講
義
の
ほ
と
ん
ど
を
３
限
ま
で
に
終
了
さ

せ
る
な
ど
、
日
本
の
大
学
で
は
珍
し
い
取

り
組
み
が
目
を
引
き
ま
す
。
文
武
両
道
で

名
を
馳
せ
て
い
る
秘
訣
は
、
こ
の
よ
う
な

有
効
な
時
間
の
使
い
方
に
あ
る
の
で
す
。

　
「
自
由
と
自
主
性
を
重
ん
じ
、
教
員
が

つ
か
ず
離
れ
ず
伴
走
す
る
教
育
シ
ス
テ
ム

が
、
企
業
か
ら
の
高
評
価
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
」

地
域
の
課
題
に
挑
む

新
学
群
が
始
動

　

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｄ
Ｘ
）
が
世
界
中
で
進
む
中
、
日
本

に
お
け
る
人
材
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
有
為
な
人
材
を
育
成
す
る
役
割
を

担
う
の
が
大
学
で
す
。
高
知
工
科
大
学
は

来
年
度
、
新
た
に
「
デ
ー
タ
＆
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
学
群
」
を
開
設
し
ま
す
。
こ
の
学

群
で
は
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
加
え
、
多
様
な
分
野
の
基
礎
的

原
理
を
網
羅
的
に
習
得
す
る
文
理
統
合
型

を
学
び
の
柱
に
し
ま
し
た
。

　
「
学
群
は
、
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
専
攻
と
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
専

攻
の
二
つ
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。
前
者
は

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
か
ら
仮
説
を
立
て
、
検
証

し
、
既
存
の
も
の
に
新
た
な
価
値
を
加
え

る
力
を
養
い
ま
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

理
数
系
寄
り
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
後
者

は
Ｉ
Ｔ
技
術
の
社
会
実
装
ま
で
を
視
野
に

入
れ
て
お
り
、
文
系
寄
り
と
い
え
ま
す
。

こ
の
理
系
・
文
系
を
有
機
的
に
つ
な
げ
て

統
合
し
、『
工
学
的
視
点
』
と
『
社
会
に

対
す
る
俯
瞰
的
な
視
野
』
の
両
方
を
兼
ね

備
え
た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
」

　

有
機
的
な
つ
な
が
り
の
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
の
が
、
１
年
生
か
ら
導
入
さ
れ
る
Ｐ
Ｂ

Ｌ
（
課
題
解
決
型
学
習
）
で
す
。
高
知
県

内
外
の
企
業
や
自
治
体
と
連
携
し
、
実
際

に
存
在
す
る
社
会
課
題
の
解
決
を
試
み
ま

す
。
実
践
力
だ
け
で
な
く
、
人
間
な
ら
で

は
の
発
想
力
や
想
像
力
で
、
広
い
視
野
か

ら
社
会
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
未
来
の
形

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
力
を
育
み
ま
す
。

　
「
Ｐ
Ｂ
Ｌ
教
育
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す

る
教
員
の
力
量
が
問
わ
れ
、
非
常
に
時
間

が
か
か
る
も
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
学
生

数
に
比
し
て
教
員
数
を
多
く
配
置
し
、
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
世
界
的
企
業
で
活
躍

す
る
実
務
家
教
員
も
複
数
配
置
す
る
予
定

で
す
。
県
内
で
も
期
待
が
大
き
く
、
企
業

や
高
校
か
ら
の
関
心
も
高
い
。
こ
こ
で
成

果
が
出
せ
た
ら
他
学
群
へ
Ｐ
Ｂ
Ｌ
教
育
を

拡
大
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
」

　

新
学
群
の
設
立
は
、
高
知
工
科
大
学
の

今
後
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
量
る
試
金
石
で

も
あ
る
の
で
す
。

将
来
迷
っ
た
と
き
に
立
ち
返
る

自
分
の
軸
を
身
に
つ
け
る
大
学
生
活

　

開
学
27
年
目
を
迎
え
る
高
知
工
科
大
学

に
は
、
現
在
約
２
６
０
０
人
の
学
生
が
在

籍
し
て
い
ま
す
。
国
際
交
流
会
館
  （3）

で
は

留
学
生
と
日
本
人
学
生
が
交
流
し
な
が
ら

生
活
し
、
今
年
４
月
に
は
女
性
エ
ン
ジ
ニ

ア
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー
も
完
成
し
ま
し
た
。

多
様
な
人
々
を
迎
え
入
れ
る
姿
勢
は
、
入

学
者
選
抜
か
ら
も
窺
え
ま
す
。
一
般
選
抜

の
ほ
か
、
学
校
推
薦
、
総
合
型
選
抜
  （4）

、

社
会
人
特
別
選
抜
が
あ
り
、
学
力
一
辺
倒

で
は
な
く
人
物
本
位
で
選
ば
れ
る
機
会
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
卒
業
後
の
人
生
で
迷
っ
た
と
き
に
い

つ
で
も
立
ち
返
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、

自
分
の
軸
と
な
る
基
礎
力
を
在
学
中
に
身

に
つ
け
る
よ
う
、
充
実
し
た
大
学
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

う
し
た
成
長
に
必
要
な
最
先
端
の
研
究
設

備
と
気
鋭
の
教
員
陣
が
、
皆
さ
ん
を
待
っ

て
い
ま
す
」
と
蝶
野
学
長
は
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

高知工科大学　

ものづくりスペースと視覚
的・動線的にシームレスにつ
ながる空間です。学生・地
域・企業の情報交流、ものづ
くりの着想から具現化までを
スムーズに行えます。

約120名が着席できる階段
状のフリースペースに大型
ディスプレイを常設し、開放
的なプレゼンコートとして、自
由で積極的なコミュニケー
ションを促す場となります。

課題内容を解決に導くため
の「聴く、実践する、まとめる、
共有する」を連続的に行える
協働スペース。レイアウトの自
由度もあり、プレゼンスペー
スとしても利用できます。

窓からは高知の城下町が一
望でき、歴史的都市を近くに
感じながら最先端の研究に
取り組むことができる絶景の
ロケーション。

仕切りのない1フロアスペー
スに複数の研究室を配置。こ
れにより孤立する研究室を
なくし、研究の連動性により
学群全体の高パフォーマン
スが可能となります。

コワーキングスペース
（1階）

プレゼンテーションコート
（1階）

グループワーキングスペース
（2階）

学生研究スペース
（3階・4階）

グループコート
（2階から3階への階段上）

高知市の文教地区である永国寺町にふさわしいシンプルで落ち着い
た雰囲気にデザインされた新学舎は、データサイエンスを含む先端
ICT技術を学び、使いこなし、有用な情報から新たな価値を創造でき
る文理統合型のDX人材育成・輩出の場として、産学官連携・高大連
携の拠点となります。そこでは基本的なデジタルリテラシーを学ぶ
だけでなく、社会に対する俯瞰的視野も兼ね備えるためにPBL（課
題解決型学習）を主軸とした多様性のある学びの場を実現し、企業
や様々な機関との出会いを導き、具体的な連携が可能です。自主
的・協働的学びを促し、多様な交流を通じてイノベーションが花開
く空間となります。

新学舎完成予想図（2026年4月完成予定）

「見る」「知る」「協働する」
育成型創造的ワークプレイス環境

社会が渇望する「次世代型ビジネスパーソン」が育つ
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